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証券コード：2330 
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決算説明資料 
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売上増加と共に継続的なコスト圧縮で黒字化に向けて推進中 
  既存事業の収益性向上と安定化及び新規事業の促進を図る 

2015年度 
第3四半期 

2014年度 
第3四半期 

前年同期比 主な増減要因・傾向 

売上高 568 313 181% 
コンテンツ事業に関しては、新規会員獲得のプ
ロモーション投資を抑制したものの、サービス
企画運用面を強化する事により、売上は前年同
期比101%の増収となった。また、昨年12月
より当社グループとなった「株式会社デジタリ
オ」のフィールドサービス事業及びその他事業
を含む売上高全体においては、前年同期比
181%の増収となった。 

売上総利益 254 160 159% 

販売管理費 407 741 ▲55% 

既存事業については費用対効果の高いプロモー
ションに絞ってのみ展開し、その他販売管理費
含めてコスト圧縮を継続した。但し、新規事業
に対しては、認知度向上を図るためにイベント
協賛等を行った為、広告宣伝費は増加した。 

営業利益 ▲152 ▲580 - 前年同期に比べ赤字幅は縮小している状況では
あるが、黒字化に向けては引き続き、更なる事
業成長及び安定化が課題。既存のコンテンツ事
業・フィールドサービス事業・通信メディア事
業においては、収益性を向上させつつ安定化を
図る事と、継続して各種コスト抑制を行う。 
また、新規事業においては、早期に収益貢献す
るよう促進を図る。 

経常利益 ▲164 ▲561 - 

四半期純利益 ▲157 ▲632 - 
（単位：百万円） 

2015年12月期第3四半期 連結P／L 
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コンテンツ事業は継続的に既存サービスへの広告投資を圧縮、 
 売上減少となるがサービス運用を強化して収益性向上を図る 

（百万円） 

主な増減要因 

コンテンツ 
売上 

既存サービスでの、新規会
員獲得プロモーションは、
引き続き効率化を図りなが
ら投資コストを圧縮。継続
会員向けのサービス企画運
用に注力し、継続利用率及
び顧客利用単価を向上。 

フィールド
サービス 
売上 

システムエンジニア派遣事
業であるフィールドサービ
ス売上に関しては、継続的
にクライアントへのエンジ
ニア派遣を提供し、安定的
に収益を確保。 

通信 
メディア 
売上 

電気通信機器の設置工事事
業に関して、工事案件状況
によって第2四半期に比べ
売上減少。通建大手企業と
の連携等を促進中。 

その他 

投資銀行部門等において、
請求収納代行業務の取次及
び、金融商品の売買等を中
心に事業を展開した。 

2015年度 

売上高の推移 

2014年度 
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売上連動の変動原価減少と全体的なコスト抑制も継続、 
   新規事業関連費用が増加するが売上原価全体は圧縮 

2015年度 

売上原価の推移 

2014年度 

（百万円） 
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販売管理費の推移 

全体的な販売管理費は継続的に支出を抑制しつつ、 
 新規事業の認知度向上を図るため各種イベント協賛を実施 

（百万円） 

2015年度 2014年度 
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 転換社債型新株予約権付社債の発行による 
           払い込みにより資産及び純資産が増加 

2015年度 
第3四半期 

2014年度 
12月期 

増減金額 主な増減要因・傾向 

資産 1,038 741 296 第三者割当てにより発行される第１回無担保転
換社債型新株予約権付社債及び第６回新株予約
権の発行による614百万円の払込完了により資
産が増加。 
主な負債の増加要因は、第１回無担保転換社債
型新株予約権付社債600百万円（注）の発行。 負債 295 242 53 

純資産 743 499 243 
主な要因としては四半期純利益▲67百万円の
減少、第６回新株予約権の発行により14百万
円の増加。 

（単位：百万円） 

2015年12月期第3四半期 連結B／S 

（注）当第1四半期連結会計期間終了後、無担保転換社債型新株予約権付社債4億円の権利行使により 
   新株式の発行が行われております。これにより発行済株式総数は23,435,236株、資本金は299百 
   万円、資本準備金は199百万円となっております。 
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参考資料 

当社グループについて 
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持株会社：（株）フォーサイドの概要 

会社名 株式会社フォーサイド （持株会社）  

  会社概要 

所在地 

設立日 2000年3月31日（2002年10月10日 JASDAQ上場 証券コード2330） 

資本金 2億9,999万円（発行済株式総数 23,435,236株） 

経営陣  代表取締役 假屋 勝 ・ 取締役会長 泉 信彦 ・ 取締役 飯田 潔 

グループ 
会 社 

(株)モビぶっく：電子書籍出版事業・電子書籍販売事業 
(株)デジタリオ：通信インフラ・ネットワーク設計構築・SEサービス関連事業 
(株)フォーサイドペイメントゲートウェイ：クレジットカード等課金決済事業 
ﾌｫｰｻｲﾄﾞｴﾝﾀﾃｲﾒﾝﾄ(株)：SNS事業・ゲーム事業・広告事業・アプリ開発事業 
フォーサイドリアルエステート(株)：不動産投資及び販売事業（※2015年11月9日新規設立） 

(株)クレディエンス：貸金業（※2015年11月13日株式取得 子会社化） 

常勤監査役 法木 右近 ・ 監査役 田辺 一男 ・ 監査役 瀬山 剛 

社外取締役 濱田 卓二郎 ・ 社外取締役 伊藤 尚之 

顧 問 

東京都中央区日本橋室町3-3-1 E.T.S.室町ビル12階 

事 業 ・株式等の保有を通じたグループ企業の統括及び管理等 
・投資銀行業務 

 法律顧問 TMI総合法律事務所 
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会 社 名 
 
代 表 者 
本   社 
設   立 
資 本 金 
事業内容 

  会社概要 

  展開事業内容等 

子会社：(株)モビぶっくの概要 

総合ジャンル書籍 
    “電子書店”サービス    
  
 最新作や往年の人気コミックか 
 ら、雑誌・ライトノベル・文芸 
 作品など、幅広いジャンルの作 
 品を、豊富なラインナップ提供 

…その他、 
 ストアプラットフォーム提供 
 書籍流通取次及びファイル制作 
 マーケティングデータ提供 

：株式会社モビぶっく 
 （フォーサイド100％子会社） 
：大塚 美樹 
：東京都中央区日本橋室町3-3-1  
：2014年11月12日 
：1,000万円 
：電子書籍出版事業 
 電子書籍販売事業 

投稿型“漫画” 電子書籍 
  出版・販売プラットフォーム   
  
 手軽に簡単に、マンガ作品を投 
 稿販売出来るサービス。 
 読者の人気を集めることが出来 
 れば、プロデビュー可能性も。 
  
 日本のみならず世界へ発信でき 
 る、無限の可能性を秘めた新た 
 なマンガの「場所」を提供。 
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：株式会社デジタリオ 
 （フォーサイド100％子会社） 
：重野 真一 
：東京都中央区日本橋室町3-3-1 
：2008年1月9日 
：4,000万円 
：通信インフラ関連事業 
 ネットワーク設計構築事業 
 SEサービス関連事業 

■通信インフラ関連事業 
 ●移動通信設備に関するエンジニアリング 
  ・無線基地局建設 
  ・通信環境調査 

■ネットワーク設計/構築 
 ●ネットワークインテグレーション 
  ・ネットワーク設計/構築 
  ・ファイアーウォール設計/構築 

■SEサービス関連 
 ●サーバエンジニア 
  ・Windows UNIX系設計/構築 
  ・汎用機、仮想化等設計/構築 
  ・保守、運用/監視 
 ●N/Wエンジニア 
  ・N/W設計、構築/動作検証 
  ・保守、運用/監視 

■プログラム開発 
 ●受託システム開発 
 ●客先常駐によるシステム開発 
 ●DB設計/構築、運用サポート 

■クラウドソリューションの販売 
 ●リモートアクセスツールの販売 
 ●タブレット端末導入支援 

■コンサルタント業務 
 ●システムサポートサービス( 常駐型/巡回型) 
 ●コンサルティング業務 
 ●IT化推進サポート 
 ●マイグレーション推進サポート 
 ●コスト削減計画の推進サポート 

  会社概要 

  展開事業内容等 

子会社：(株)デジタリオの概要 

会 社 名 
 
代 表 者 
本   社 
設   立 
資 本 金 
事業内容 
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子会社：(株)フォーサイドペイメントゲートウェイの概要 

：株式会社フォーサイドペイメントゲートウェイ 
 （フォーサイド100％子会社） 
：假屋 勝 
：東京都中央区日本橋室町3-3-1 
：2015年1月15日 
：3,000万円 
：クレジットカード等課金決済事業 
 加盟店・ユーザーサポートサービス 
 決済導入コンサルティング 
 

  会社概要 

  展開事業内容等 

会 社 名 
 
代 表 者 
本   社 
設   立 
資 本 金 
事業内容 

サービスの流れ 提供サービス 
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子会社：フォーサイドエンタテイメント(株)の概要 

：フォーサイドエンタテイメント株式会社 
 （フォーサイド100％子会社） 
：假屋 勝 
：東京都中央区日本橋室町3-3-1 
：2015年4月8日 
：3,000万円 
：SNS事業・ゲーム事業・広告事業 
 スマートフォンアプリ開発事業 
  

  会社概要 

  展開事業内容等 

会 社 名 
 
代 表 者 
本   社 
設   立 
資 本 金 
事業内容 

SNSアプリケーション 
「Catchboard（キャッチボード）」 

MMORPG「ETERNALCITY3（エターナルシティ 3）」 
       オンライン FPS「POINT BLANK（ポイントブランク）」 
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フォーサイド グループ 
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株式会社フォーサイド 

―免責事項について― 
 
 

 本資料に記載されております計画や見通し、戦略など歴史的事実でないものは本資料の作成時点において入手可能な情報に 
基づく将来の業績に関する見通しであり、これらには様々なリスク及び不確実性が内在しております。 
実際の業績はかかるリスク及び不確実性により、これらの見通しとは異なる結果をもたらしうることをご承知おきください。 
 かかるリスク及び不確実性には、市場リスク、日本円と米ドルとその他外貨との為替レートの変動、その他情報通信関連事業
を取巻く様々なリスク及び当社が継続して業務を展開する上で不可避の潜在的リスクである経済状況、サービスの成否、他社と
の競争状況などが含まれますが、これらに限定されるものではない不確実性が含まれていることをご留意ください。 
 
なお、本資料の著作権やその他本資料にかかる一切の権利は株式会社フォーサイドに属します。 


